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政
府
が
緊
急
総
合
対
策
を
打
ち
出
す
中
、
児
童
虐
待
は
急
増
し
、
札
幌
市

で
虐
待
に
よ
っ
て
２
歳
の
女
児
が
衰
弱
死
す
る
な
ど
、
現
状
を
打
開
に
す
る

に
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
19
日
の
道
議
会
少
子
高
齢
社
会
対
策
特
別
委
員
会
で

真
下
紀
子
議
員
は
、
児
童
虐
待
防
止
対
策
と
体
制
の
強
化
を
求
め
ま
し
た
。  

 

道
は
、
通
告
か
ら
48
時
間
以
内
に

児
童
の
安
全
を
確
認
す
る
ル
ー
ル
に

つ
い
て
緊
急
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

虐
待
通
告
受
理
件
数
７
４
６
人
の
う

ち
６
８
２
人
は
安
全
確
認
が
で
き
、

48
時
間
を
超
え
た
64
人
の
う
ち
４

人
が
児
童
を
特
定
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
道
警
等
と
全
件
で
共
有
し
、
詳

細
な
情
報
提
供
を
求
め
る
等
し
て
早

期
対
応
に
努
め
る
と
答
え
ま
し
た
。 

 

児
童
相
談
所
が
受
理
し
た
２
０
１

７
年
度
の
相
談
件
数
は
１
万
２
３
５

２
件
、
そ
の
う
ち
虐
待
相
談
は
３
２

２
０
件
で
、
虐
待
相
談
の
比
率
は
26

％
に
上
が
っ
て
い
ま
す
。
児
童
福
祉

司
一
人
当
た
り
の
相
談
件
数
は
１
５

８
・
４
件
、
そ
の
う
ち
虐
待
相
談
対

応
は
41
・
３
件
で
３
年
間
で
１
３

３
％
増
加
、
２
０
１
２
年
度
の
18
件

か
ら
激
増
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
同

時
期
に
児
童
福
祉
司
は
１
０
５
％
増

の
78
名
に
と
ど
ま
り
、
現
在
は
92

名
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
相
談
件
数

の
増
加
に
間
に
合
っ
て
い
ま
せ
ん
。

移
動
時
間
も
か
か
る
広
域
な
本
道
の

状
況
を
踏
ま
え
た
増
員
を
求
め
た
質

 

11
日
、
定
例
道
議
会
・
市
議
会
に

向
け
て
、
改
選
後
初
の
道
政
・
市
政

懇
談
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

真
下
議
員
は
、
鈴
木
新
知
事
は
カ

ジ
ノ
誘
致
を
高
橋
知
事
か
ら
引
き
継

い
で
い
る
こ
と
、
水
道
事
業
の
民
営

化
を
道
が
推
進
し
よ
う
と
し
て
い
る

こ
と
、
国
保
が
道
単
位
化
さ
れ
て
国

保
料
引
上
げ
の
危
険
が
あ
る
こ
と
な

ど
、
道
政
の
動
き
に
つ
い
て
報
告
し

ま
し
た
。 

 

参
加
者
か
ら
は
、
除
雪
問
題
、
バ

ス
路
線
の
整
備
、
国

保
料
の
引
き
下
げ
、

税
の
徴
収
問
題
、
障

が
い
者
福
祉
、
補
聴

器
の
助
成
、
会
館
使

用
料
、
旭
川
大
学
の

公
立
化
な
ど
、
多
岐

に
わ
た
り
意
見
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。 

問
に
、
道
は
、
管
轄
地
域
面
積
や
移

動
距
離
を
考
慮
し
た
基
準
設
定
と
と

も
に
必
要
な
財
政
措
置
を
国
に
要
請

し
て
い
る
と
答
弁
し
ま
し
た
。
真
下

議
員
が
、
不
足
を
認
識
し
て
い
る
な

ら
、
道
と
し
て
増
員
を
図
る
よ
う
求

め
ま
し
た
。 

 

緊
急
性
を
判
断
す
る
リ
ス
ク
ア
セ

ス
メ
ン
ト
シ
ー
ト
な
ど
と
と
も
に
、

児
童
相
談
所
の
管
轄
地
域
を
超
え
て

転
居
す
る
場
合
、
リ
ス
ク
の
高
い

ケ
ー
ス
は
移
管
先
の
児
童
相
談
所
に

対
面
で
引
き
継
ぐ
と
答
え
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
妊
娠
期
か
ら
の
不
安
感
、

病
気
や
障
害
、
若
年
な
ど
虐
待
に
至

ら
な
い
よ
う
相
談
機
能
が
重
要
と
指

摘
し
た
真
下
議
員
に
、
道
保
健
福
祉

部
は
、
36
市
町
村
の
設
置
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
整
備
促
進
、
研
修
を
行

う
答
え
、
粟
井
是
臣
少
子
高
齢
化
対

策
監
は
、
専
門
職
員
の
さ
ら
な
る
増

員
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
緊
密
に

し
、
児
童
相
談
体
制
の
強
化
を
は
か

る
と
応
じ
ま
し
た
。  

 

17
日
、
日
本
共
産
党
道
議
団
は
、

定
例
道
議
会
に
向
け
て
、
「
明
る
い

革
新
道
政
を
つ
く
る
会
」
の
構
成
団

体
の
皆
さ
ん
と
道
政
懇
談
会
を
行

い
、
諸
課
題
で
活
発
に
意
見
交
換
し

ま
し
た
。 

 
教
職
員
組
合
か
ら
「
教
職
員
の
残

業
が
減
ら
な
い
、
35
人
学
級
な
ど
仕

事
の
量
を
減
ら
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
」
、
北
の
鉄
路
を
守
る
会
か
ら

は
「
Ｊ
Ｒ
北
海
道
は
１
０
０
億
円
も

新
幹
線
の
赤
字
を
出
し
て
運
賃
値
上

げ
と
は
筋
が
通
ら
な
い
」
な
ど
、
各

分
野
か
ら
様
々
な
課
題
で
の
発
言
が

あ
り
ま
し
た
。 

 

真
下
議
員
は
「
教
育
現
場
で
の
働

き
方
改
革
は
国
の
通

知
を
生
か
し
て
労
働

時
間
の
軽
減
を
は
か

る
よ
う
引
き
続
き
働

き
か
け
て
い
き
ま

す
。
教
員
の
な
り
手

も
減
っ
て
い
て
、
働

き
方
を
真
剣
に
変
え

な
い
と
い
け
な
い
」

と
語
り
ま
し
た
。 

 ４月の北海道知事選で当選した鈴木直道知事

のもとで開かれる定例道議会開会日の20日、日

本共産党道議団は道庁北門前で早朝宣伝に立
ちました。 

  真下議員は、定例道議会で4,500億円の補

正予算案が計上され、党道議団が求めていた

性犯罪被害者の医療費補助が予算化されると

報告し、一人ひとりの命が大切にされる政治を

つくるために力を尽くすと訴えました。 



 

  道政・道議会に関するご意見・ご要望をお寄せください。 Ｅ-mail : m.noriko.office@gmail.com 

 

真
下
議
員
は
20
日
、
札
幌

で
開
催
さ
れ
た
「
北
の
鉄
路
存

続
を
求
め
る
会
」
が
開
催
し
た

「
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
運
賃
値
上

げ
、
北
の
鉄
路
、
北
海
道
の
未

来
を
考
え
る
市
民
公
聴
会
」
に

参
加
し
、
道
議
会
で
の
議
論
に

つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。 

 

JR
北
海
道
は
国
土
交
通
省

に
対
し
て
最
大
３
割
も
の
運
賃

値
上
げ
を
申
請
し
て
い
ま
す
。 

 

国
土
交
通
省
は
７
月
に 

運

賃
値
上
げ
を
審
査
す
る
公
聴
会

を
開
催
し
ま
す
が
、
そ
の
前
に

市
民
の
声
を
反
映
さ
せ
よ
う
と

市
民
公
聴
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

 14日、旭川で教育問題学習交流集会が開催されま

した。日本共産党文教委員会責任者の藤森毅さんが

「教職員の働き方を変えたい」という日本共産党の

提言について講演しました。 

 真下議員は、この集会に向けて教育問題について

の道議会での質問をまとめた冊子を作成し、それに

もとづいて道政報告を行いました。フロアからも義

務制の教師と高校の教師から教育現場がどうなって

いるかの報告がありまし

た。旭川市内だけでなく

近郊から駆けつけた参加

者もいて、熱気あふれる

交流集会でした。 

 

17
日
、
真
下
議
員
は
４
月

に
夕
張
市
石
炭
博
物
館
で
発
生

し
た
火
災
に
つ
い
て
、
菊
地
・

宮
川
両
道
議
と
と
も
に
、
厚
谷

司
夕
張
市
長
を
訪
ね
て
お
見
舞

い
し
ま
し
た
。 

 

石
炭
博
物
館
は
４
月
18
日

深
夜
、
模
擬
坑
道
内
で
出
火
。 

消
火
の
た
め
注
水
し
、
５
月

13
日
に
鎮
火
し
た
も
の
の
、

坑
道
内
は
水
没
し
た
ま
ま
で
、

今
後
ど
う
す
る
か
は
未
定
で

す
。 

 
道
議
団
は
、
夕
張
財
政
再
建

支
援
で
繰
り
返
し
道
議
会
で
質

問
し
て
き
ま
し
た
。
２
０
０
６

年
12
月
に
は
、
「
存
続
の
危

機
に
立
つ
夕
張
石
炭
産
業
遺
産

を
ど
う
守
る
の
か
、
不
採
算
の

も
の
さ
し
で
廃
止
は
お
か
し

い
」
と
追
及
し
、
老
朽
化
し
た

橋
の
改
修
な
ど
に
尽
力
し
て
き

 

真
下
議
員
は
17
日
、
は
た

や
ま
和
也
前
衆
議
・
宮
川
潤
道

議
・
佐
藤
彩
札
幌
市
議
と
と
も

に
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
に
つ

い
て
北
海
道
労
働
局
へ
要
請
を

し
ま
し
た
。 

 

中
央
審
議
会
の
前
に
、
北
海

道
の
現
状
な
ど
を
伝
え
て
要
請

し
ま
し
た
。
北
海
道
の
最
低
賃

金
（
時
給
）
は
現
在
８
３
５
円

で
は
、
フ
ル
タ
イ
ム
で
働
い
て

も
年
収
２
０
０
万
円
に
遠
く
届

き
ま
せ
ん
。
い
わ
ゆ
る
Ａ
ラ
ン

ク
の
都
府
県
と
生
活
費
を
比
べ

て
も
、
北
海
道
は
差
が
な
く

な
っ
て
き
て
お
り
、
生
活
に

苦
し
む
度
合
い
が
強
ま
っ
て

い
ま
す
。
非
正
規
雇
用
が
増

え
る
に
つ
れ
て
、
最
低
賃
金

水
準
で
働
く
人
が
増
え
て
き

て
い
ま

す
。
最

賃
の
引

上
げ
を

強
く
要

請
し
ま

し
た
。 

た
。 

 

市
民
公
聴
会
で
は
、
３
名
の

市
民
公
述
人
が
意
見
を
述
べ
、

各
沿
線
自
治
体
の
住
民
か
ら
も

発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
「
多
く

の
高
校
生
は
公
共
交
通
機
関
を

使
わ
な
い
と
通
学
で
き
ま
せ

ん
。
通
学
費
も
教
育
費
の
一
部

と
の
観
点
を
持
っ
て
ほ
し
い
」

「
毎
年
１
２
０
億
円
も
赤
字
を

出
す
新
幹
線
よ
り
も
在
来
線
を

残
し
て
欲

し

い
」
な

ど
、
様

々

な
意
見
が

出
さ
れ
ま

し
た
。 

「はつらつ道政レポート」の前号

で、旭川駅前タクシー乗り場の歩

道・車道間の縁石が高くて乗り降り
が大変との声を受けて、現場を調査

したことをお知らせしましたが、こ

のほど、改修工事が完了しました。 

 タクシー乗り場と車椅子用スロー

プ前の縁石が低くなり、「乗りやす

く安全になった」と、利用者やタク

シーの乗降整理をしている方々から

喜びの声が

寄せられて
います。 

ま
し
た
。 

 

博
物
館
は
昨
年
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
ま
し
た
。
目
標
の
３
倍
を

超
え
る
集
客
が
あ
り
、
模
擬
坑

道
は
今
年
５
月
に
日
本
遺
産
に

認
定
さ
れ
た
「
炭
鉄
港
」
（
空

知
の
炭
鉱
、
室
蘭
の
鉄
鋼
、
小

樽
の
港
湾
と
結
ぶ
鉄
道
の
産
業

遺
産
）
の
一
つ
で
す
。 

 

厚
谷
市
長
は
、
「
国
や
道
か

ら
の
財
政
的
支
援
が
ど
こ
ま
で

受
け
ら
れ
る
か
は
こ
れ
か
ら
の

課
題
で
す
。
観
光
の
重
要
な
施

設
な
の
で
ぜ
ひ
再
開
し
た
い
」

と
述
べ
、
真
下
議
員
は
、

「
『
炭
鉄
港
』
遺
産
の
模
擬
坑

道
は
、
観
光
資
源
と
し
て
期
待

さ
れ
、
修
復
に
は
国
の
支
援
が

必
要
で
す
。
支
援
の
仕
組
み
や

再
開
を
一
緒
に
考
え
、
道
議
会

で
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」

と
答
え
ま
し
た
。 


